
総 合 研 究 所 所 報

社会学部公開講座

一企 業 に お け る 人 材 開 発 一

概 要 報 告

米 谷 淳

組織の生産性を向上 し、活力に満ちた職場をつ くるためには、 「人」の育成、すなわち、人

材開発を欠かすことはできない。また、企業組織における教育 ・訓練が人材開発のひとっであ

る以上、こうした教育 ・訓練の主役となるべ き企業の管理監督者の リ0ダ ーシップを強化する

ことが、人材開発の成否の鍵を握るといって も過言ではない。

こうした視点か ら、平成4年 度社会学部公開講座は 「リーダーシップ ・アカデ ミー」と呼ば

れるプログラムを設定 した。社会学部 リーダーシップ ・アカデミーは平成2年 度以来社会学部

と社団法人奈良工業会の共催により、毎年1回 開催 されているプログラムであるが、平成4年

度では、 「企業における人材開発とリーダーシップ」というテーマのもとに、これまでの奈良

県の産業組織体の リーダーを対象とするPM式 リーダーシップ研修(ベ イシック ・プログラム)

に加え、一般市民を も対象 とした、講演会形式の 「企業における人材開発」と名付けたプログ

ラム(ア ドバ ンス ト・プログラム)を 開催することにした。

ベイシック ・プログラムは社会学部の米谷、パフシ、矢守、小久保の4名 の教員が担当 し、

トレーナーとしてプログラムに参加 した。ベイシック ・プログラムには奈良県および大阪府の

5つ の企業より、あわせて11名 の課長、係長、主任 クラスの リーダーが参加 した。この研修の

特徴は3回 の集合研修の他 に、2回 の参加者の職場でのアンケー ト調査(rPMサ ーベイ」と

呼ばれる部下評価)を 実施 し、その結果を参加者にフィー ドバ ックすること、さらに 「実践行

動」と呼ばれる常時の自己研修 もプログラムとして設定 されているところに特徴がある。すな

わち、参加者は自己の リーダ0シ ップのチェックを毎週行い、月ごとにそのチェックリス トを

みながら、その月の反省を し、翌月の目標(「 行動計画」)を 立てるという作業を予め集合研修

時に配布されたシ0ト を使いながら進めたのである。

第1回 の集合研修(「 基礎研修」)は平成4年9月18日 金曜日に奈良大学にて開催された。そ

こでは、はじめにリーダーシップPM論 の入門的講義がなされ、その後、参加者各自が リ0ダ ー

シップやモラールについての自己評価 ・自己分析、さらにそれをふまえてのグループ討議、改

善点の検討、行動計画の作成 とグループ発表が行われた。その後、11月 中に第1回 のPMサ0

ベイが実施された。第2回 の集合研修(「 フォロー研修」)で は、第1回PMサ ーベイの分析結

果が参加者にフィー ドバ ックされ、それに基づき後半の期間における 「実践行動」の目標を設

定 し、グループ発表が行なわれた。第2回PMサ ーベイは2月 頃に実施され、第3回 の集合研

修(「修了時研修」)で 、第2回PMサ ーベイの分析結果がフィー ドバックされ、最後に今後の

行動計画を各参加者が立て、それを発表 して研修を修了 した。一一部、集合研修に参加で きない
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者 もあったが、郵送や訪問によって残 りの研修を行い、参加者全員が修了 した。また、修了時

研修の最後に、出席 した参加者に対 して、社団法人奈良工業会専務理事板橋和義氏の立会いの

もとで、社会学部長前田穰教授より修了証が手渡された。

なお、PMサ0ベ イデータを分析 したところ、全体的にリーダーシップの向上が認められて

いる。すなわち、全体平均でP得 点、M得 点とも、第1回PMサ ーベイの結果を第2回PMサ ー一

ベイの結果が上回っており、研修中にもリーダーシップ研修の効果が現れたことが確かめ られ

た。

ア ドバ ンス ト・プログラムは 「フォロー研修」と 「修了時研修」の開催 日の午後に行われた。

それぞれの日に行われた講演は以下の通りである。

平成4年12月18日 午後2時40分 ～4時10分

「管理者に期待すること」 株式会社 ヒラノテクシー ド 相談役 馬場 俊昌 氏

平成5年3月12日 午後1時 ～2時30分

「戦後の人材開発」 奈良大学社会学部 教授

同日午後2時40分 ～4時10分

「企業の活性化と人材開発」(社)奈 良工業会

小佐治 朝生 氏

専務理事 板橋 和義 氏

なお、3月12日 の講演にはベイシック ・プログラムの参加者の他に、若干名の0般 市民の参

加があった。馬場氏は株式会社 ヒラノテクシー ドの創業時から現在までにいたるあゆみをふり

かえり、そこでの苦労や成功談などをまじえなが ら、企業における人材の養成の重要性を語っ

た。小佐治教授は、人事院での公務員試験の作成や管理者研修の企画 ・運営などに携わった氏

の体験談をもとに、日本の人事行政について回顧 した。板橋氏は社団法人奈良工業会での活動

を踏まえての人材開発論を展開 したが、その中で、さまざまの企業の実例を紹介 しなが ら、の

びる企業が積極的に人材開発に取 り組んでいること、それに対 し奈良県の企業、とくに中小企

業では、全体的に人材開発に取り組む姿勢があまり積極的でないことなどを指摘 した。ア ドバ

ンス ・プログラムも参加者こそ少なか ったが、内容のある充実 した ものであり、参加者にも好

評であった。
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